
Ｐ.

１）比率＝３５％、１－２次電流整定＝最小、Ｉ２入力２００，５００％にて、Ｉ１動作電流値を測定。　（Ｉ１＞Ｉ２）

２）比率＝３５％、１－２次電流整定＝最小、Ｉ１入力５００％にて、Ｉ２動作電流値を測定。　（Ｉ１＜Ｉ２）

【測定入力】

・Ａ相、１次電流（Ｉ１：Ｔ２－１→２）、２次電流（Ｉ２：Ｔ２－７→８）

・Ｂ相、１次電流（Ｉ１：Ｔ２－３→４）、２次電流（Ｉ２：Ｔ２－９→10）

・Ｃ相、１次電流（Ｉ１：Ｔ２－５→６）、２次電流（Ｉ２：Ｔ２－11→12）

【注意】

・ （　）内は、比率％を示す。

・ Ｉｄ＝｜Ｉ１－Ｉ２｜

（５００％） ( % )

（３）比率特性

Ａ

ｍｓ

% )

ｍｓ

～ｍｓ～

A

：

ｍｓ

% )

Ｃ

　２.９Ａ×３０％（０.８７Ａ）の±５％以内

　整定値×３０％の±１０％以内

：

A

A A

0.827 ～ 0.913 A

Ａ Ｂ

Ｂ

（１）動作値

1.57 ～ 1.91 A

A

A

A

A

２.９ Ａ （０.８７Ａ）

入力＼相

Ｂ

～

　 最小整定＝２.９Ａ

　 他の整定＝３.０～８.７Ａ

(

２次

(

～

１次

１．比率差動要素（＃８７ＴＤ）

許容誤差範囲

判定基準

１次（Ｔ２－３→４）

２次（Ｔ２－９→10）

１次（Ｔ２－５→６）

２次（Ｔ２－11→12）

Ａ
２次（Ｔ２－７→８）

～

Ｃ

ｍｓ

% )

A

８.７ Ａ （２.６１Ａ）

A A

～

５０ｍｓ以下

ｍｓ

A

2.35 ～ 2.87 A

% )

(

(

５.８ Ａ （1.７４Ａ）

A A

A A

A

AA

A

A

相

整定

（２００％）

入力端子＼整定

１次（Ｔ２－１→２）

I２入力＼相

５.８ Ａ

判定基準

判定基準
（許容誤差範囲）

２.９Ａ

（５００％） % )

１４.５ Ａ A

(

製　造　番　号

整定：最小、０→公称動作値×３００％急変（３回測定）（２）動作時間

素　子　形　式 器　具　番　号Ｄ１ＵＡＨ－

Ｃ

A

Ｉ２入力＝１４.５ Ａ（５００％）の時、比率（Ｉｄ／Ｉ２）３１.５ ～ ３８.５ ％

(

Ｉ２入力＝　５.８ Ａ（２００％）の時、比率（Ｉｄ／Ｉ２）３５.２ ～ ５２.８ ％

A

% )

TEST-M2127-R.7

Ｂ

２.９Ａ
１４.５ Ａ

Ｃ整定 I１入力＼相 Ａ

A A

判定基準（許容誤差範囲） Ｉ１入力＝１４.５ Ａ（５００％）の時、比率（Ｉｄ／Ｉ１）３１.５ ～ ３８.５ ％

(

A

% )% ) (

日 新 電 機 株 式 会 社
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Ｐ.

(675)

日 新 電 機 株 式 会 社 TEST-M2127-R.7

600

500

400

300

200

400 500

製　造　番　号

(750)

700

素　子　形　式 Ｄ１ＵＡＨ－ 器　具　番　号

1200

【比率特性曲線】

1000

35%

50% 35%

50%

600 700 800 900 1000 1100 1200

100

100 200 300

【ブロック図】

900
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87TＩ
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Ｍ
Ｐ
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ＲＡＭ 

Ｅ２ＰＲＯＭ 

Ａ／Ｄ 
Ｍ
Ｐ
Ｘ 

８７ＴＤ 

８７ＴＩ 

８７ＴＬ 

８７ＴＯ 

５１Ｐ 

８７ＴＳ 

５１ＰＳ 

T2-1 

T2-2 
ＩｐA 

T2-3 

T2-4 
ＩｐB 

T2-5 

T2-6 
ＩｐC 

T2-7 

T2-8 
ＩsA 

T2-9 

T2-10 
ＩsB 

T2-11 

T2-12 
ＩsC 

T1-2 

T1-4 

制御電源 

DC110V 

T1-1 

電源 

Ｅ  

Ｐ  

Ｎ  

5V 

TX□ 

T1-10 

T1-9 

T1-7 

T1-8 

表示・  

警報用 

T1-11 

28 

87T 

51PH

51PL 

 

ｺﾓﾝ 
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T1-17 

T1-15 

T1-16 
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TX2 
ト リ ッ プ用 

T1-20 

TX3 
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ﾛｼﾞｯｸ 
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Ｐ.

　

器　具　番　号 製　造　番　号

２．瞬時要素（＃８７ＴI）

（１）動作値

素　子　形　式 Ｄ１ＵＡＨ－

A A

２次（Ｔ２－７→８）

相 入力端子＼整定 ２.９ Ａ （２９Ａ） ５.８ Ａ （５８Ａ）

A A

８.７ Ａ （８７Ａ）

Ａ
１次（Ｔ２－１→２） A

A

Ｂ
１次（Ｔ２－３→４） A A A

A

２次（Ｔ２－９→10） A

A

A A

Ｃ
１次（Ｔ２－５→６） A

許容誤差範囲 27.6 ～ 30.4 A 55.1 ～ 60.9 A 82.7 ～ 91.3 A

A

２次（Ｔ２－11→12） A A

入力＼相 Ａ Ｂ Ｃ

判定基準 整定値×１０００％の±５％以内

（２）動作時間 整定：最小、０→公称動作値×２００％急変（３回測定）

ｍｓ ～１次 ～

～ ｍｓ

ｍｓ ～

～ ｍｓ２次 ～ ｍｓ

判定基準 ３０ｍｓ以下（６０Ｈｚ仕様）　／　３５ｍｓ以下（５０Ｈｚ仕様）

日 新 電 機 株 式 会 社 TEST-M2127-R.7

ｍｓ
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Ｐ.

１次（Ｔ２－１→２）

（２）高調波抑制

測定相以外の他の２相に、それぞれ１０％高調波を含有させて測定する。（３）三相加算特性

相 入力端子＼整定

%

基本波：最小整定値×３００％入力

Ｂ
１次（Ｔ２－３→４）

２次（Ｔ２－９→10）

Ｃ
１次（Ｔ２－５→６）

２次（Ｔ２－11→12）

１次（Ｔ２－３→４）

２次（Ｔ２－９→10）

Ｃ
１次（Ｔ２－５→６）

２次（Ｔ２－11→12）

判定基準（許容誤差範囲）

Ｂ

１次（Ｔ２－３→４）

２次（Ｔ２－９→10）
A

% )

判定基準（許容誤差範囲）

２次（Ｔ２－７→８）

A

%

１次（Ｔ２－１→２）
A

１次（Ｔ２－１→２）

A

%

%

１３±２（１１ ～ １５ ）％以内

３．第２高調波抑制要素（＃８７ＴＬ）

相 入力端子＼整定

２次（Ｔ２－７→８）

Ａ

高調波含有率：２６％（１）最小動作値

製　造　番　号素　子　形　式 Ｄ１ＵＡＨ－ 器　具　番　号

２次（Ｔ２－７→８）

２.９ Ａ （８.７Ａ）

(

Ａ

Ｂ
%

%

Ａ

(

(

相 入力端子＼整定

判定基準（許容誤差範囲）

Ｃ

１次（Ｔ２－５→６）

２次（Ｔ２－11→12）

(

２.９ Ａ （８.７Ａ）

(

A

% )

A

３０％±５％（２８.５ ～ ３１.５ ％）以内

%

% )

% )

% )

%

%

２.９ Ａ （０．８７Ａ）

( % )

%

%

TEST-M2127-R.7

%

∑Ｉ2ｆ／∑Ｉ1ｆ＝１３±２（１１ ～ １５ ）％以内

日 新 電 機 株 式 会 社

12145
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Ｐ.

（２）動作時間 整定：最小、０→Ｉ１＝Ｉ２共に、公称動作値×３００％急変（３回測定）

１）比率＝３５％、１－２次電流整定＝最小、Ｉ２入力５００％にて、Ｉ１動作電流値を測定。　（Ｉ１＞Ｉ２）

２）比率＝３５％、１－２次電流整定＝最小、Ｉ１入力５００％にて、Ｉ２動作電流値を測定。　（Ｉ１＜Ｉ２）

【測定入力】 ・Ａ相、１次電流（Ｉ１：Ｔ２－１→２）、２次電流（Ｉ２：Ｔ２－７→８） 【注意】 ・ （　）内は、比率％を示す。

・Ｂ相、１次電流（Ｉ１：Ｔ２－３→４）、２次電流（Ｉ２：Ｔ２－９→10） ・ Ｉｄ＝｜Ｉ１－Ｉ２｜

・Ｃ相、１次電流（Ｉ１：Ｔ２－５→６）、２次電流（Ｉ２：Ｔ２－11→12）

１次 ⇒ ２次

Ａ

判定基準

A

整定 I１入力＼相 Ｂ

２.９Ａ

判定基準（許容誤差範囲） Ｉ１入力＝１４.５ Ａ（５００％）の時、比率（Ｉｄ／Ｉ１）９.２８ ～ １３.９２ ％

% ) ( % )（５００％）
２.９Ａ

１４.５ Ａ

( % )

～ ｍｓ

Ｉ２入力＝１４.５ Ａ（５００％）の時、比率（Ｉｄ／Ｉ２）９.２８ ～ １３.９２ ％

(

～

判定基準 ２５ｍｓ以下

AA

Ｃ

A

A

入力＼相 Ａ Ｂ

１次（Ｔ２－５→６）

⇒２次（Ｔ２－11→12）

8.27 ～ 9.13 A 16.6 ～ 18.2 A

A

AA A

AA

１次（Ｔ２－１→２）

⇒２次（Ｔ２－７→８）

１次（Ｔ２－３→４）

⇒２次（Ｔ２－９→10）

製　造　番　号

AA

素　子　形　式 Ｄ１ＵＡＨ－ 器　具　番　号

４．外部事故検出要素（＃８７ＴＯ）

（１）動作値

５.８ Ａ （１７.４Ａ） ８.７ Ａ （２６.１Ａ）相 入力端子＼整定 ２.９ Ａ （８.７Ａ）

許容誤差範囲

Ａ

Ｂ

Ｃ

% )

ｍｓ

( (

～

24.8 ～ 27.4 A

整定値×３００％の±５％以内

A

Ｃ

Ｃ

ｍｓ

１４.５ Ａ A

日 新 電 機 株 式 会 社

判定基準（許容誤差範囲）

( % )（５００％） % )

TEST-M2127-R.7

（３）比率特性

整定 I２入力＼相 Ａ Ｂ
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Ｐ.

判定基準 ３０ｍｓ以下

ｍｓ ～２次 ｍｓ

ｍｓ ～

Ｂ Ｃ

0.744 ～ 0.822 A

～～ ｍｓ

1.410 ～ 1.722 A

　整定値×２７％の±１０％以内

～

A

A A A

A
Ａ

１次（Ｔ２－１→２）

２次（Ｔ２－７→８）

A

A

５．差動要素（＃８７ＴＳ）

（１）動作値

相 入力端子＼整定 ２.９ Ａ （０.７８３Ａ） ５.８ Ａ （１.５６６Ａ） ８.７ Ａ （２.３４９Ａ）

素　子　形　式 Ｄ１ＵＡＨ－ 器　具　番　号 製　造　番　号

A A

A A
Ｂ

１次（Ｔ２－３→４）

２次（Ｔ２－９→10） A

Ｃ
１次（Ｔ２－５→６）

２次（Ｔ２－11→12）

A

A

A A

A A

2.115 ～ 2.583 A

（２）動作時間 整定：最小、０→公称動作値×３００％急変（３回測定）

判定基準
　 最小整定＝２.９Ａ ： 　２.９Ａ×２７％（０.７８３Ａ）の±５％以内

　 他の整定＝３.０～８.７Ａ

許容誤差範囲

：

～

入力＼相 Ａ

１次 ｍｓｍｓ

日 新 電 機 株 式 会 社 TEST-M2127-R.7

12145
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Ｐ.

２．電源開閉試験 制御電源入切、低下、上昇にて不動作を確認する。

３．強制動作試験 強制動作にて表示、接点出力を確認する。

４．ランプテスト ランプテストにてパネル表示を確認する。

５．自動監視試験 常時監視異常検出動作、点検動作にて異常の無い事を確認する。

VA

製　造　番　号

【共通項目】

１．負担

素　子　形　式 Ｄ１ＵＡＨ－ 器　具　番　号

判定

８．７　Ａ ０.８ ＶＡ

mV

TEST-M2127-R.7

２次

公称値 測定値 測定値

ＣＴ２次（Ｃ相）

判定

定格

mV

mV VA

日 新 電 機 株 式 会 社

判定

１次

ＣＴ２次（Ａ相）

０.８ ＶＡ mV

判定

ＣＴ２次（Ａ相）

mV

回路

ＣＴ２次（Ｂ相）

ＣＴ２次（Ｃ相）

ＣＴ２次（Ｂ相）

８．７　Ａ

制御電源

判定基準

１１０  Ｖ ９  Ｗ

公称値の１１０％以下

mＡ

VA

mV

判定

VA

VA

W

VA

12145
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Ｐ.

（動作時間整定）５１ＰＬ：最小、５１ＰＨ：最小、５１ＰＳ：５１ＰＬ×９０％　５１ＬＴ：Ｎ（定限時ＤＴ）

（整定）５１ＰＬ：最小、５１ＰＨ：最小

５１ＬＴ：Ｎ（定限時ＤＴにて、整定値×３００％に急変）

（整定）５１ＰＳ：５１ＰＬ（最小）×９０％

整定値×３００％に急変の３回測定

整定 ２．０Ａ×９０％

40ｍｓ以下

ｓ～ ｍｓ

許容誤差範囲

５１ＰＨＴ

AＣ

A

A５１ＰＬ

6 A

A

A

A

要素・相＼整定

Ａ

Ｂ

1.90～2.10A

A

許容誤差範囲

2 A 判　定　基　準

５１ＰＬＴ

Ａ

Ｂ

Ｃ

～

5.70～6.30A 11.4～12.6A

A A

A

12 A

A

A

80 A

A

A

要素・相＼整定 4 A 40 A

５１ＰＨ

Ａ

A

Ｃ

許容誤差範囲

Ｂ A

3.80～4.20A 38.0～42.0A

ｓ

ｓ

ｓ

ｓ

TEST-M2127-R.7

A

76.0～84.0A

～

1.71～1.89A

ｍｓ

ｍｓ

ｓ

10.3～11.3A

A

A

整定値の±5％以内
最小整定時

　　　　50ｍｓ以下
（※）許容誤差の下限値

：±50ｍｓ
（最小整定は３回測定）

ｍｓＡ

Ｂ

Ｃ

ｓ

ｓ

0.05ｓ

製　造　番　号

判定基準1.50ｓ

ｓ

Ｄ１ＵＡＨ－

７．動作時間

～ ｍｓ

要素・相＼整定 3.00ｓ

A

素　子　形　式

６．動作値

器　具　番　号

～

要素・相＼整定 2 A×90% 6 A×90%

A

ｍｓＢ ～

Ｃ

ｓ～ ｍｓ

ｍｓ

判定基準

A

12 A×90%

５１ＰＳ

Ａ A

Ｂ A

Ｃ

5.13～5.67A

A A

ｓ

各整定の±５％以内

５１ＰＳＴ

Ａ ～ ｍｓ

許容誤差範囲

A

ｓ

日 新 電 機 株 式 会 社

50ms以下 1.43～1.57s 2.85～3.15s

～

12145
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Ｐ.

①反限時特性（NI)

Tｎ: 動作時間整定ｎにおける実測値

T10: 基準動作時間整定における公称動作時間

③反限時特性（UI)

Ｔ  :ｎの公称動作時間

ｎ :動作時間整定

A  :（入力値）／（動作値整定）

（整定）５１ＰＬ：最小、５１ＰＬＴ：Ｎ（反限時ＵＩにて測定）

±7%

許容誤差範囲 2.98～3.42s

判定基準

51PLT

　　　　（備考）

注）５１ＰＬ動作値整定が
　最小以外なお且つ

　５１ＰＬＴが１０の場合は
    入力 300%の時
         ±18%以内
    入力 500%の時
  　     ±10%以内
    入力1000%の時
         ±10%以内

　　とする。
　(※)許容誤差の

　　下限値：±１００ｍｓ

Ｃ
ｓ

ｓ

判定基準 ±6%

ｓ

許容誤差範囲 0.231～0.923s 1.85～2.76s 3.46～4.61s

ｓｓ

5.08～6.46s

ｓ

±8% ±10% ±12%

ｓ

ｓ ｓ

ｓ

Ｂ300％

Ａ

ｓ ｓ

ｓ ｓ

判定基準

500％

Ａ

要素・入力・相＼整定 １

Ｃ

Ｂ

４ ７ １０

ｓ

1.51～1.73s

1000％

Ａ

Ｂ

Ｃ

±7%

ｓ

ｓ

基準動作時間整定（T=10）公称動作時間

ｓ

判定基準

日 新 電 機 株 式 会 社 TEST-M2127-R.7

入力／特性 ＮＩ ＥＩ ＵＩ

 300％の場合　 3.20ｓ 10.0ｓ 5.77ｓ

許容誤差範囲

1.62ｓ

 500％の場合　 2.45ｓ 3.33ｓ 3.20ｓ

５１ＰＬＴ　反　限　時　判　定　式

T10

1000％の場合　 2.03ｓ 0.81ｓ

製　造　番　号素　子　形　式 器　具　番　号Ｄ１ＵＡＨ－

８．高調波抑制要素（＃５１ＴＬ）

②超反限時特性（EI)

（１）最小動作値 高調波含有率：２６％

相 入力端子＼整定 ２.０Ａ

A

A

A

判定基準（許容誤差範囲）

Ｔ２－１→２

Ｔ２－３→４

Ａ

Ｂ

Ｔ２－５→６Ｃ

２Ａ±５％以内　（１．９０ ～ ２．１０ Ａ）

≦ ε
Tｎ-T10×ｎ/10

×100%

T= 12.7
A-0.7

+0.25 ｎ
10

80
A2-1

T= ｎ
10

T= +1.7
3
A-1

ｎ
10

12145
sample-2


